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　茨城キリスト教大学は、別に定める学位授与方針に基づき、全学教養課程、各学科・専攻における専門課程を次の方針によ
り編成します。

カリキュラム・ポリシー（教育課程方針）

　本学は、各学科・専攻において別に定める学位授与方針をふまえ、全学部学生が共通して学ぶ全学教養課程を次の方針に従
って編成します。

＜方法と理念＞
　すべての学生の人間的成長を促し、もって次代の創造に参画するよき市民の育成を目指します。
　キリスト教の精神に基づいた全人格的教育の展開を通して、現代社会において自立した個人として、また、よき隣人として、
自他を尊び「共に生きる」精神を育みます。
　本学の全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦、知的活動や社会活動で共通に求められる汎用的スキルを幅広く学ぶこ
とにより広い視野から物事を捉えるとともに、高い倫理性に裏打ちされた的確な判断を下すことができる人物の育成を目指し
ます。
　充実したリテラシー教育を通して、グローバル化や科学技術の著しい進展など、変化の激しい社会に対応し得る知の基盤を
構築します。また、心身の健康に関心を持ち、その促進のために科学的視点をもって行動することができるよう、知を支える
心身の基盤も構築します。
　世界の多様性の認識と異文化への理解を深めるとともに、自身の言語と文化を尊び継承し発展させることができる人物の育
成を目指します。
　言語や文化の異なる人々とのさまざまな交流や共同体験を通して、たがいの文化を尊重しつつ人類社会の成員として共生し
ていくための開かれた精神と幅広い視野を備えた人物を育みます。
　異なる学部・学科の学生が協働して多様な視点から問題解決を行う学びを提供することにより、自らの専門性を相対化して
捉える視点を養うとともに、将来、他分野との協働を通して人類福祉のために積極的に貢献することができる人物の育成を目
指します。
＜分　野＞
　建学の精神、現代教養（文化交流系教養、教育系教養、心理福祉系教養、食物健康系教養、看護系教養、経営系教養、自然
環境系教養）、言語コミュニケーション、データサイエンス、健康スポーツ、汎用的スキル、問題解決の計７分野（科目区分）
で構成します。
＜年　次＞
　多様な興味・関心や履修希望時期の個人差、また、進度や編成の異なる各学科専門科目との適切な連携等に対応するため、
多くの科目を１年次から履修可能となるよう編成します。
＜評　価＞
　学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体的に取り組む態度、
実践的ボランタリズム、公正性）を踏まえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準に基づき適正に行います。その詳細につ
いては各科目の授業概要（シラバス）に記載します。

全学教養課程

未来教養学環

　未来教養学環では、別に定める学位授与方針に基づき、学環課程科目について、次の方針にしたがって教育課程を編成しま
す。

＜方法と理念＞
　未来教養学環の教育理念は、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教養として会得し、こ
れを未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒業後もこの力を究め続ける熱意を失わず、も
って我々の市民社会がその未来を切り拓くことに粛々と貢献してゆく教養人の育成であり、その方法は、分野横断的な問題解
決を通して実践的な学びと、学内とフィールドの往還的な学びによる。
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＜分　野＞
　初年級において座学による基礎・基本の習得、上級学年において実践的な学びを配置するのではなく、未来教養学環では、
初年級から、座学による基礎・基本の習得とフィールドに出る実践的な学びを往還的に行うように科目群を配置している。ま
た、上級学年では、異なる複数の専門知の掛け算により新たな価値を創出する学びを実現するために「未来教養プロジェクト
演習」を配置している。
＜年　次＞
　学環科目は全学教養科目との融合を図りつつ、１年次及び２年次には問題解決の基礎を身につけるための必修科目（基幹及
び関連科目）を配置します。３年次及び４年次には、複雑な問題を解決可能な問題へと分解し、異なる専門分野を統合的に捉
えつつ、問題解決へ至るための諸能力を育成するために、実践的演習科目を配置します。
＜評　価＞
　学修成果の評価は、学位授与方針に掲げる各項目（知識・技能、思考力・判断力・表現力、学修に主体的に取り組む態度、
実践的ボランタリズム、公正性）を踏まえた各科目の到達目標、評価方法、評価基準に基づき適正に行います。その詳細につ
いては、各科目の授業概要（シラバス）に記載します。
＜その他＞
　まず、教育理念について、全学部・学科が提供する現代的専門知の要諦を自ら学際的に紡いで現代教養として会得し、これ
を未来に生ずる問題の発見・解決に資する汎用的な知識・技能にまで高め、卒業後もこの力を究め続ける熱意を失わず、もっ
て我々の市民社会がその未来を切り拓くことに粛々と貢献してゆく教養人を養成する。




